
【求職者等のみなさまへ】 

【職員のみなさまへ】 

令和 8 年 10 月 1日 

なごや福祉施設協会における求職者等に対する 

セクシュアルハラスメント対策について 

 

 求職者等に対するセクシュアルハラスメントは、求職者等の個人としての尊厳を不当に

傷つける社会的に許されない行為であるとともに、法人にとっても貴重な人材を喪失し、

社会的評価に影響を与える問題です。 

当法人では、求職者等に対するセクシュアルハラスメントを決して許しません。求職者

等を守り、人格と尊厳を尊重した公正な採用活動に取り組んでいきます。 

 

１ 求職者等に対するセクシュアルハラスメントとは 

  求職者等に対するセクシュアルハラスメントとは、法人が雇用する職員による性的な言

動により、求職者等による求職活動が阻害されるものをいいます。 

  求職者等とは、求職者（求人に応募する者）および求職者以外の者であって、法人の実

施する労働者の採用に資する活動に参加する者や介護実習、看護実習その他の実習生を受

ける者をいいます。 

  また、求職活動とは、求職者が行う求職活動や求職者に類する者が行う職業選択に資す

る活動（ＳＮＳ等のオンラインを介したものやオンライン上で行われるものを含む。）を

いいます。 

   

２ 求職者等に対するセクシュアルハラスメントの例 

 ・インターンシップにおいて、職員が求職者等に対して性的な冗談やからかいを意図的か 

  つ継続的に行ったため、当該求職者等が苦痛に感じてインターンシップ中の活動が手に

つかないこと。 

・インターンシップ中に、職員が求職者等を執拗に食事に誘い、当該求職者等が苦痛に感

じてその求職活動の意欲が低下していること。 

 ・採用面接において、恋愛、結婚、妊娠予定に関する質問を行う。 

 

３ 行動指針（職員の遵守事項） 

 ・不適切な質問や要求をしません。（プライベートに関する質問、採用の見返りに食事や 

  不適切な関係を迫るなど） 

 ・威圧的な態度、過度な圧迫をしません。 



 ・連絡は原則として、「法人所有の電話、メールアドレス」「法人が管理するアプリケー

ション」を使用します。職員個人のＳＮＳや連絡先の交換、就活マッチングアプリへの

登録は禁止します。 

 ・採用担当者および採用に係る職員に対して、定期的に周知および教育を実施します。 

 

４ 相談窓口 

本部のハラスメント相談（苦情を含む）窓口担当者は次の者です。電話、メールでの相

談も受け付けますので、一人で悩まずにご相談ください。 

また、大学等のキャリアセンター等の求職者等の関係者から求職者等セクハラに係る相

談に関する情報提供があった場合に、連携し、適切な対応を行います。 
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相談には公平に、プライバシーを守って対応しますので、安心してご相談ください。 

 

５ 相談者はもちろん、事実関係の確認に協力した方に不利益な取扱いは行いません。 

 

６ 相談を受けた場合には、事実関係を迅速かつ正確に確認し、事実が確認できた場合に

は、被害者に対する配慮のための措置及びハラスメントの行為者に対する措置を講じま

す。また、再発防止策を講じる等、適切に対処します。 

 

７ 他のハラスメントに対しても必要に応じて適切な対応を行います。 

  求職活動中におけるセクシュアルハラスメントだけでなく、パワーハラスメント、顧客

等によるカスタマーハラスメントについても、適切な対応を行いますので、ご相談下さい。 
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